
帝京平成大学大学院学則 

第１章 総則 

（大学院の目的） 

第１条 帝京平成大学大学院（以下「本学大学院」という。）は建学の精神に則り、情報科学、健康科

学、臨床心理学、薬学、看護学及び経営学に関する学理及び応用を教授・研究し、その深奥をき

わめ、広く国際的視野に立って社会の発展に貢献できる有為な人材を養成し、以って文化・医

療の進展に寄与することを目的とする。 

（自己点検） 

第２条 本学大学院は、教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するため、

教育研究活動等の状況について自ら点検し、評価を行う。 

２ 点検、評価に関しての事項・体制については、別に定める。 

（課程） 

第３条 本学大学院に修士課程、博士課程及び専門職学位課程を置く。 

２ 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれに

加えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培うことを目的とする。 

３ 通信制の修士課程（以下「修士課程（通信制）」という。）は、通信による教育をもって、

広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれに加えて高度の

専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培うことを目的とする。なお、修士

課程（通信制）に関する規則は帝京平成大学大学院通信制規則に定める。 

４ 博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高

度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養

うことを目的とする。 

５ 専門職学位課程は、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識および卓越し

た実践能力を培うことを目的とする。 

第２章 研究科の組織 

（研究科） 

第４条 本学大学院に、次の研究科を置く。 

情報科学研究科 

健康科学研究科 

臨床心理学研究科 

薬学研究科 

看護学研究科 

経営学研究科 

（専攻及び課程） 

第５条 各研究科の専攻及び課程は以下のとおりとする。 

研究科 専攻 課程 

情報科学研究科 情報科学専攻 
修士課程 

博士課程 

健康科学研究科 

理学療法学専攻 修士課程 

作業療法学専攻 修士課程 

言語聴覚学専攻 修士課程 

健康栄養学専攻 修士課程 

病院前救急医療学専攻 修士課程 

柔道整復学専攻 修士課程 

鍼灸学専攻 修士課程 

臨床心理学専攻 博士課程 

健康科学専攻 博士課程 

臨床心理学研究科 臨床心理学専攻 専門職学位課程 
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薬学研究科 薬学専攻 博士課程 

看護学研究科 看護学専攻 修士課程 

博士課程 

経営学研究科 経営学専攻 修士課程 

（研究科及び専攻の目的） 

第６条 本学大学院の各研究科、各専攻の目的は次のとおりとする。 

（１）情報科学研究科は、本学の建学の精神に則り、社会の要請に応える高度の情報学の専

門性と実践力をもち、学際的な多様な分野で幅広い統合的な学識を合わせもつ指導者・

研究者の養成を目的とする。 

（２）健康科学研究科は、本学の建学の精神に則り、健康科学及び臨床心理学の分野におけ

る高度専門職業人、各専門分野の教育者・指導者、研究者の養成を目的とする。 

ア 理学療法学専攻の目的は次のとおりとする。 

建学の精神及び健康科学研究科の目的に則り、豊かな人間性と倫理観をベースと

して、リハビリテーション医療、理学療法を確立する意欲と独創性を備えた研究者、

理学療法分野における研究能力や医療技術を修得した高度医療専門職、研究推進能

力と教育実践能力をもった医療系教員を養成する。 

イ 作業療法学専攻の目的は次のとおりとする。 

建学の精神及び健康科学研究科の目的に則り、病気や障がいのある人々の自立（律）

的な生活支援をテーマとし、既存の学問領域にとらわれることなく、その教育・研

究を通じて人々の「健康の維持増進」や「予防」に寄与、貢献できる高度専門職業

人、教育者、研究者を養成する。 

ウ 言語聴覚学専攻の目的は次のとおりとする。 

建学の精神及び健康科学研究科の目的に則り、高い倫理観と責任感、及び社会に

貢献できる広い視野を有し、言語聴覚障がいに関する専門的知識と研究能力、臨床

実践能力を身につけ、言語聴覚学領域において指導的役割を担うことができる臨床

家、教育者、研究者を養成する。 

エ 健康栄養学専攻の目的は次のとおりとする。 

建学の精神及び健康科学研究科の目的に則り、食・栄養・健康に関する高度で専

門的な知識と能力を修得し、それらを応用し、栄養学、食品学、予防医学、臨床医

学などの分野において、高い倫理観と社会貢献の志を持って活躍できる高度専門職

業人、教育者、研究者を養成する。 

オ 病院前救急医療学専攻の目的は次のとおりとする。 

建学の精神及び健康科学研究科の目的に則り、高度な病院前救急医療分野におけ

る専門知識と、研究能力、実践能力を身につけた救急救命士のリーダーとして活躍

できる高度専門職業人、教育者、研究者を養成する。 

カ 柔道整復学専攻の目的は次のとおりとする。 

建学の精神及び健康科学研究科の目的に則り、伝統的施術法を西洋医学的な知識

や方法論を取り入れて科学的に検証し、得られた知見を臨床現場にフィードバック

できる高度専門職業人、かつ優れた教育者、研究者としての資質を持った人材を養

成する。 

キ 鍼灸学専攻の目的は次のとおりとする。 

建学の精神及び健康科学研究科の目的に則り、広い視野に立って精深な学識を身

につけ、鍼灸学分野における研究能力を備えた研究者、高度の専門性が求められる

鍼灸臨床を担う専門職業人、教育者を養成する。 

ク 臨床心理学専攻の目的は次のとおりとする。 

建学の精神及び健康科学研究科の目的に則り、高い倫理観と旺盛な探求心をもち、

臨床心理学の実践方法の開発・発展に寄与する研究課題について、科学的で実証的

な方法論を身につけ、創造的に問題解明に取り組むことができる研究能力を備えた

高度専門職業人、教育者、研究者を養成する。 

ケ 健康科学専攻の目的は次のとおりとする。 

建学の精神及び健康科学研究科の目的に則り、健康に関わる諸問題に対し複眼的
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な視点から研究を行うことができる高度専門職業人、各専門分野の研究者、研究能

力を有する教育者・指導者を養成する。 

（３）臨床心理学研究科は、本学の建学の精神に則り、専門職学位課程として、実学の精神

を基として、豊かな人間性を持ち、多様で複雑な心の問題に創造的で柔軟に対応でき

る臨床心理分野の高度専門職業人を養成する。 

（４）薬学研究科は、本学の建学の精神に則り、医療人としての使命感、および社会への広

い視野を備え、医薬品の開発、使用、評価に関係する薬学専門分野の基礎・応用研究

の実践によって、人と社会に貢献する pharmacist-scientist を養成する。 

（５）看護学研究科は、本学の建学の精神に則り、高度専門職業人として、複雑化・高度化

する医療保健福祉分野における課題を広く理解し、専門性の高い看護実践能力と看護

教育・研究能力を有する人材を養成する。 

（６）経営学研究科は、本学の建学の精神に則り、変革の時代における国際的な視点と現代

社会の要請に応えられる、専門性と実践的な能力を備えた高度専門職、教育指導者、

研究者を養成する。 

（各専攻の収容定員等） 

第７条 研究科に置く専攻の入学定員並びに収容定員は、次のとおりとする。 

 

研究科 専攻 課程 入学定員 収容定員 

情報科学研究科 情報科学専攻 修士課程 25 人 50 人 

博士課程 5 人 15 人 

修士課程（通信制） 50 人 100 人 

健康科学研究科 理学療法学専攻 修士課程 3 人 6 人 

作業療法学専攻 修士課程 3 人 6 人 

言語聴覚学専攻 修士課程 3 人 6 人 

健康栄養学専攻 修士課程 3 人 6 人 

病院前救急医療学専攻 修士課程 3 人 6 人 

柔道整復学専攻 修士課程 3 人 6 人 

鍼灸学専攻 修士課程 3 人 6 人 

臨床心理学専攻 博士課程 2 人 6 人 

健康科学専攻 博士課程 5 人 15 人 

臨床心理学研究科 臨床心理学専攻 専門職学位課程 15 人 30 人 

薬学研究科 薬学専攻 博士課程 5 人 20 人 

看護学研究科 看護学専攻 修士課程 3 人 6 人 

博士課程 3 人 9 人 

経営学研究科 経営学専攻 修士課程 20 人 40 人 

 

第３章 修業年限・学年・学期及び休業日 

（修業年限） 

第８条 修士課程の標準修業年限は、２年とする。 

２ 博士課程の標準修業年限は、３年とする。ただし、薬学を履修する博士課程の標準修業年

限は、４年とする。 

３ 専門職学位課程の標準修業年限は２年とする。 

（在学期間） 

第９条 本学大学院における在学期間は、休学期間を除き、修士課程及び修士課程（通信制）は

４年、博士課程は６年、ただし薬学研究科は８年、専門職学位課程は４年を超えることは

できない。 

（学年、学期及び休業日） 

第１０条 学年、学期及び休業日については、帝京平成大学学則（以下「大学学則」という。）の

規定を準用する。 
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第４章 入学、進学、転入学、再入学、休学、退学、転学、除籍、留学 

（入学の時期） 

第１１条 入学の時期は、学年の初めとする。ただし、研究科において教育上支障がないと認め

るときは、学期の始めとすることができる。 

（修士課程及び専門職学位課程の入学資格） 

第１２条 修士課程に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（１）学校教育法第１０２条に定める大学を卒業した者 

（２）外国において学校教育における１６年の課程を修了した者 

（３）文部科学大臣の指定した者 

（４）その他本学大学院において、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

（博士課程への入学資格） 

第１３条 博士課程に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（１）修士の学位を有する者 

（２）外国において修士の学位に相当する学位を授与された者 

（３）文部科学大臣の指定した者 

（４）その他本学大学院において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 

（入学の出願） 

第１４条 本学大学院に入学する資格がある者で、入学を志願する者は、所定の出願書類に検定

料を添えて、指定の期日までに提出しなければならない。 

（入学者の選考） 

第１５条 本学大学院に入学を志願する者については、選考の上、入学を許可する。 

（入学手続） 

第１６条 入学を許可された者は、所定の期日までに定められた授業料その他の費用を納め、入

学手続を完了しなければならない。 

（転入学及び再入学） 

第１７条 他の大学院から転入学を志願する者があるときは、専攻の当該課程に欠員がある場合

に限り、選考の上、転入学を許可することがある。 

２ 本学大学院を退学した者で、再入学を志願する者があるときは、選考の上、再入学を

許可することがある。 

３ 第１項及び第２項の規程により転入学又は再入学を許可した者の履修単位及び在学期

間の通算については、帝京平成大学大学院委員会（以下「大学院委員会」という。）にお

いて定める。 

（退学、転学、除籍及び休学） 

第１８条 退学、転学、除籍及び休学については、大学学則の規定を準用する。 

（留学） 

第１９条 外国の大学の大学院に留学を志願する者は、あらかじめ学長の許可を受けて留学する

ことができる。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は、修業年限に算入する。 

３ 第２３条及び第２５条の規定は、留学の場合に準用する。 

 

第５章 教育方針等 

（教育方法） 

第２０条 本学大学院研究科の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以

下「研究指導」という。）によって行うものとする。 

（授業科目及び単位数） 

第２１条 研究科における各課程の授業科目及び単位数は、別表第１に定めるところによる。 

（履修方法等） 

第２２条 研究科における教育研究指導の方法及び授業科目の履修等については、帝京平成大学

大学院研究科規則(以下｢研究科規則｣という)に定める。 

（他の大学院における授業科目の履修等） 

第２３条 大学院学生が他の大学院において、専攻に関する授業科目を履修し、単位を修得しよ

08-020-4



 

 

 

うとするときは、研究科委員会で協議し教育上有益と認める場合に限り、当該大学院の

授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により、大学院学生が修得した授業科目及び単位数については、１５単位

を超えない範囲内で、これに相当する授業科目及び単位数を本学大学院において修得し

たものとみなすことができる。ただし、修得したものとみなすことのできる単位数は、

第２５条第１項と合わせて２０単位を超えないものとする。 

（他の大学院における研究指導） 

第２４条 大学院学生が他の大学の大学院又は研究所等（以下「他大学院等」という。）において、

専攻に関する研究指導を受けようとするときは、教育上有益と認める場合に限り、当該

の他大学院等と本学との協議に基づき、研究指導を受けることを許可することができる。

ただし、修士課程の大学院学生について許可する場合には、当該の研究指導を受ける期

間は、１年を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第２５条 教育上有益と認めるときは、学生が本学大学院に入学する前に、他の大学院において

履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）に

ついては、１５単位を超えない範囲で修得したものとみなすことができる。ただし、修

得したものとみなすことのできる単位数は第２３条第２項と合わせて２０単位を超えな

いものとする。 

２ 教育上有益と認めるときは、大学院学生が本学専門職学位課程に入学する前に大学院

（科目等履修生として修得した単位を含む。）において履修した単位及び入学後に他の大

学院において履修した単位は、公益財団法人日本臨床心理士資格認定協会の認定する第

一種、第二種指定大学院および専門職大学院で修得された単位に限定し、総計２０単位

を超えない範囲で修了要件に算入できるものとする。 

 

第６章 単位修得及び課程修了の要件並びに認定 

（単位の認定及び授与） 

第２６条 単位修得の認定は、試験又は研究報告書による。 

２ 試験又は研究報告書の成績により合格と認定された者には、所定の単位を与える。 

３ 前項の成績の評価については、次のように定める。 

（１） Ａ（１００点～８０点） 合格 

（２） Ｂ（７９～７０点） 合格 

（３） Ｃ（６９～６０点） 合格 

（４） Ｆ（５９点以下）  不合格 

（課程修了の要件） 

第２７条 修士課程の修了の要件は、第８条に規定する標準修業年限以上在学し、３０単位以上

を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、本学大学院の行う修士論文の審査及び試験

に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者について

当該帝京平成大学大学院研究科委員会（以下「研究科委員会」という。）が認めた場合に

限り、本学大学院修士課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 博士課程の修了の要件は、大学院の博士課程に３年（ただし薬学研究科は４年とする。）

以上在学し、１６単位（ただし薬学研究科は３０単位とする。）以上を修得し、かつ必要

な研究指導を受けた上、本学大学院の行う博士論文の審査及び試験に合格することとす

る。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、本学大学院

博士課程に２年以上在学すれば足りるものとする（薬学研究科を除く。）。 

３ 専門職学位課程の修了の要件は、第８条に規定する標準修業年限以上在学し、５０単

位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けたこととする。 

４ 第２項の規定にかかわらず、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第

１５５条の７の規定により、大学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以

上の学力があると認められた者が、博士課程に編入学した場合の博士課程の修了の要件

は、大学院に３年以上（ただし薬学研究科は４年以上）在学し、必要な研究指導を受け

た上、本学大学院の行う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学
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期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、本学大学院に２年以上在学す

れば足りるものとする（薬学研究科を除く。）。 

５ 学位論文の審査及び試験については、帝京平成大学学位規程（以下「学位規程」とい

う。）の定めるところによる。 

（課程修了の認定） 

第２８条 修士課程、博士課程及び専門職学位課程の修了の認定は、大学院委員会の議を経て学

長が行う。 

 

第７章 学位 

（学位の授与） 

第２９条 修士課程を修了した者には、学位規程の定めるところにより、次の学位を授与する。 

情報科学研究科   修士（情報学） 

健康科学研究科   修士（健康科学） 

看護学研究科    修士（看護学） 

経営学研究科    修士（経営学） 

２ 博士課程を修了した者には、学位規程の定めるところにより、次の学位を授与する。 

情報科学研究科   博士（情報学） 

健康科学研究科   博士（健康科学） 

薬学研究科     博士（薬学） 

看護学研究科    博士（看護学） 

３ 専門職学位課程を修了した者には、学位規程の定めるところにより、次の学位を授与

する。 

臨床心理学研究科  臨床心理修士（専門職） 

４ 第２項に定めるもののほか、博士の学位は、本学大学院に博士論文を提出してその審

査に合格し、本学大学院博士課程を修了した者と同等以上の学力があると確認された者

にも授与することができる。 

（学位規程） 

第３０条 この学則に定めるもののほか、学位の授与に関し必要な事項は学位規程の定めるとこ

ろによる。 

 

第８章 検定料、入学金及び学生納付金 

（授業料等の納付） 

第３１条 授業料等の納付方法については、大学学則の規定を準用する。 

（検定料、入学金及び学生納付金の額） 

第３２条 検定料、入学金及び学生納付金の額は、別表第２に定めるところによる。 

（学生納付金の徴収猶予・分納） 

第３３条 経済的理由その他特別の事情によって納付期限までに学生納付金の納付が困難な場合

には、申請に基づき、学生納付金の徴収を猶予し又は分納を許可することがある。 

（既納の学生納付金） 

第３４条 既納の学生納付金は、事由の如何にかかわらず、還付しない。ただし、入学試験合格

者が入学手続完了後、入学を辞退し所定の期限までに学生納付金の返還を申請した場合

には、入学金以外の学生納付金を返還する。 

（実験実習費） 

第３５条 実験実習に要する費用は別に徴収することがある。 

 

第９章 運営組織 

（研究科長） 

第３６条 研究科に、研究科長を置く。 

２ 研究科長は、研究科に関する事項を掌理する。 

３ 研究科長の選任については、別に定める。 

（委員会） 
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第３７条 本学に大学院委員会および研究科委員会を置く。 

２ 大学院委員会については、帝京平成大学大学院委員会規程の定めるところによる。 

３ 研究科委員会については、帝京平成大学大学院研究科委員会規程の定めるところによ

る。 

 

第１０章 特別聴講学生、聴講生、科目等履修生、特別研究学生、研究生及び 

外国人留学生、修練生 

（特別聴講学生） 

第３８条 国内の他の大学の大学院学生が、本学大学院の専攻に関する授業科目を履修し、単位

を取得しようとするときは、当該大学と本学との協議に基づき、特別聴講学生として聴

講を許可することができる。 

２ 外国の大学の大学院学生が、本学大学院の専攻に関する授業科目を履修し、単位を取

得しようとするときは、前項の規定を準用する。 

３ 特別聴講学生に関する規則は、別に定める。 

（聴講生） 

第３９条 本学において、本学大学院の専攻に関する特定の授業科目を聴講しようとするときは、

本学大学院の教育、研究に支障のない限り、選考の上、聴講生として入学を許可するこ

とができる。 

２ 聴講生に関する規則は、別に定める。 

（科目等履修生） 

第４０条 本学の大学院学生以外の者で、一又は複数の本学大学院の専攻に関する授業科目を履

修し、単位を取得しようとするときは、本学大学院の教育、研究に支障のない限り、選

考の上、科目等履修生として入学を許可することができる。 

２ 科目等履修生に関する規則は、別に定める。 

（特別研究学生） 

第４１条 国内の他の大学の大学院学生が、本学大学院において研究指導を受けようとするとき

は、当該大学院と本学大学院との協議に基づき、特別研究学生として研究指導を受ける

ことを許可することができる。 

ただし、修士課程の大学院学生について許可する場合には、当該研究指導を受ける期

間は、１年を超えないものとする。 

２ 外国の大学の大学院学生が、本学大学院において研究指導を受けようとするときは、

前項の規定を準用する。 

３ 特別研究学生に関する規則は、別に定める。 

（研究生及び外国人留学生） 

第４２条 本学大学院の研究生及び外国人留学生については、大学学則の規定を準用する。 

（修練生） 

第４３条 本学大学院の修了生で、特定の専門事項について修練することを志願する者には、修

練生として登録を許可することがある。 

２ 修練生に関する規則は、別に定める。 

 

第１１章 賞  罰 

（表彰及び懲戒） 

第４４条 表彰及び懲戒は、大学学則を準用する。 

 

第１２章 雑  則 

（準用規定） 

第４５条 大学院学生については、この本学大学院学則に定めるものを除くほか、必要に応じて

大学学則の学生に関する規定を準用する。 

（読み替え） 

第４６条 本学学則を本学大学院学則に準用する場合は、「大学」を「大学院」に、「本学」を「本

学大学院」に、「学部」を「研究科」に、「教授会」を「大学院委員会」にそれぞれ読み替えるも
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のとする。 

（改廃） 

第４７条 この学則の改廃については学長が定める。 

 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、1992 年 4 月 1 日から施行する。 

２ この学則は、2000 年 4 月 1 日から改定施行する。 

３ この学則は、2001 年 4 月 1 日から改定施行する。 

４ この学則は、2002 年 4 月 1 日から改定施行する。 

５ この学則は、2004 年 4 月 1 日から改定施行する。 

６ この学則は、2005 年 4 月 1 日から改定施行する。 

７ この学則は、2006 年 4 月 1 日から改定施行する。 

８ この学則は、2007 年 4 月 1 日から改定施行する。 

９ この学則は、2008 年 4 月 1 日から改定施行する。 

１０ この学則は、2009 年 4 月 1 日から改定施行する。 

１１ この学則は、2010 年 4 月 1 日から改定施行する。 

１２ この学則は、2011 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2011 年度より、健康科学研究科臨床心理学専攻博士前期課程は、募集を停止する。 

ただし、2010 年度以前に入学した健康科学研究科臨床心理学専攻博士前期課程学生は、従前

による。 

１３ この学則は、2012 年 4 月 1 日から改定施行する。 

１４ この学則は、2013 年 4 月 1 日から改定施行する。 

１５ この学則は、2014 年 4 月 1 日から改定施行する。 

１６ この学則は、2015 年 4 月 1 日から改定施行する。 

１７ この学則は、2016 年 4 月 1 日から改定施行する。 

１８ この学則は、2017 年 4 月 1 日から改定施行する。 

１９ この学則は、2018 年 4 月 1 日から改定施行する。 

２０ この学則は、2019 年 4 月 1 日から改定施行する。 

２１ この学則は、2020 年 4 月 1 日から改定施行する。 

２２ この学則は、2021 年 4 月 1 日から改定施行する。 

２３ この学則は、2021 年 7 月 1 日から改定施行する。 

２４ この学則は、2022 年 4 月 1 日から改定施行する。 

２５ この学則は、2023 年 4 月 1 日から改定施行する。 

２６ この学則は、2024 年 4 月 1 日から改定施行する。 

２７ この学則は、2025 年 4 月 1 日から改定施行する。 

２８ この学則は、2026 年 4 月 1 日から改定施行する。 
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別表第１

必　修 選　必 選　択

研 究 倫 理 学 特 論 1 2

ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 1 2

情 報 科 学 特 論 1 2

情 報 シ ス テ ム 特 論 1 2

デ ー タ サ イ エ ン ス 特 論 1 2

シ ス テ ム 設 計 学 特 論 1 2

地 球 環 境 情 報 特 論 1 2

生 体 構 造 機 能 情 報 特 論 1 2

人 工 知 能 特 論 1 2

統 計 解 析 特 論 1 2

医 療 系 デ ー タ 解 析 特 論 1 2

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 特 論 1 2

機 械 学 習 特 論 1 2

モ デ リ ン グ 特 論 1 2

環 境 変 遷 学 特 論 2

健 康 リ ス ク 分 析 特 論 1 2

生 命 情 報 シ ス テ ム 特 論 1 2

健 康 支 援 特 論 1 2

医 療 情 報 解 析 特 論 1 2

生 活 環 境 学 特 論 1 2

都 市 空 間 情 報 特 論 1 2

疫 学 分 析 特 論 1 2

情 報 科 学 研 究 実 習 1 2

基礎科目から6単位以上選択必修

備　考

情報科学研究科修士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　　　位　　　数

10
修士論文

基
礎
科
目

専
門
科
目

1

研
究
科
目

情 報 科 学 特 別 研 究 1 ・ 2
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別表第１

必　修 選　必 選　択

数 理 情 報 科 学 特 講 2

情 報 シ ス テ ム 特 講 2

デ ー タ サ イ エ ン ス 特 講 2

地 球 環 境 情 報 特 講 2

生 体 構 造 機 能 情 報 特 講 2

健 康 リ ス ク 分 析 学 特 講 2

統 計 解 析 特 講 2

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 特 講 2

知 識 情 報 シ ス テ ム 特 講 2

モ デ リ ン グ 特 講 2

環 境 変 遷 学 特 講 2

生 命 情 報 シ ス テ ム 特 講 2

生 体 高 分 子 情 報 特 講 2

医 療 情 報 解 析 特 講 2

健 康 支 援 特 講 2

生 活 環 境 学 特 講 2

都 市 空 間 情 報 特 講 2

研
究
科
目

情 報 科 学 特 別 研 究 12 博士論文

専門科目から2単位以上選択必修

情報科学研究科博士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　　　位　　　数

備　考

専
門
科
目

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1・2・3

1

1

1

1

1

1
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必　修 選　択 自　由

研 究 倫 理 学 特 論 1 2

健 康 科 学 研 究 法 特 論 1 2

医 療 統 計 学 特 論 1 2

医 療 教 育 学 特 論 1 2

保 健 医 療 管 理 学 特 論 1 2

健 康 医 科 学 特 論 1 2

医 科 学 英 語 特 論 1 2

基 礎 理 学 療 法 学 特 論 1 2

臨 床 理 学 療 法 学 特 論 1 2

生 活 支 援 学 特 論 1 2

理 学 療 法 研 究 方 法 特 論 Ⅰ 1 2

理 学 療 法 研 究 方 法 特 論 Ⅱ 1 2

リハビリテーション専門職教育学特論 1 2

アスレティックリハビリテーション特論 1 2

ス ポ ー ツ と 理 学 療 法 1 2

研
究

科
目 健 康 科 学 特 別 研 究 1～2 10 修士論文

認定理学療法士カリキュラムⅠ(スポーツ理学療法) 1 2

認定理学療法士カリキュラムⅡ(スポーツ理学療法) 1 1

認定理学療法士カリキュラムⅠ (呼吸 ) 1 2

認定理学療法士カリキュラムⅡ (呼吸 ) 1 1

共通科目から8単位以上選択必修
自専攻の専門領域科目から6単位以上選択必修

別表第１

科目区
分

授　　業　　科　　目 授業年次
単　位　数

健康科学研究科理学療法学専攻修士課程の授業科目

備　考

共
通
科
目

専
門
領
域
科
目

自
由
科
目

※認定理学療法士臨床認定カリキュラムを受講する者は、「スポーツ理学療法」分野、「呼吸」分野の
指定された科目を受講年度にすべて取得してください。
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別表第１

必　修 選　択

研 究 倫 理 学 特 論 1 2

健 康 科 学 研 究 法 特 論 1 2

医 療 統 計 学 特 論 1 2

医 療 教 育 学 特 論 1 2

保 健 医 療 管 理 学 特 論 1 2

健 康 医 科 学 特 論 1 2

医 科 学 英 語 特 論 1 2

身 体 障 害 作 業 療 法 学 特 論 1 2

身 体 障 害 作 業 療 法 学 演 習 1 2

作 業 活 動 分 析 学 特 論 1 2

作 業 活 動 分 析 学 演 習 1 2

生 活 障 害 作 業 療 法 学 特 論 1 2

生 活 障 害 作 業 療 法 学 演 習 1 2

リハビリテーション専門職教育学特論 1 2

研
究

科
目 健 康 科 学 特 別 研 究 1～2 10 修士論文

共通科目から8単位以上選択必修
自専攻の専門領域科目から6単位以上選択必修

備　考

共
通
科
目

専
門
領
域
科
目

健康科学研究科作業療法学専攻修士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　位　数
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別表第１

必　修 選　択

研 究 倫 理 学 特 論 1 2

健 康 科 学 研 究 法 特 論 1 2

医 療 統 計 学 特 論 1 2

医 療 教 育 学 特 論 1 2

保 健 医 療 管 理 学 特 論 1 2

健 康 医 科 学 特 論 1 2

医 科 学 英 語 特 論 1 2

言 語 聴 覚 学 特 論 1 2

言 語 聴 覚 学 演 習 1 2

言 語 聴 覚 障 害 学 特 論 1 2

言 語 聴 覚 障 害 学 演 習 1 2

言 語 聴 覚 療 法 学 特 論 1 2

言 語 聴 覚 療 法 学 演 習 1 2
研
究

科
目 健 康 科 学 特 別 研 究 1～2 10 修士論文

共通科目から8単位以上選択必修
自専攻の専門領域科目から6単位以上選択必修

備　考

共
通
科
目

専
門
領
域
科
目

健康科学研究科言語聴覚学専攻修士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　位　数
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別表第１

必　修 選　択

研 究 倫 理 学 特 論 1 2

健 康 科 学 研 究 法 特 論 1 2

医 療 統 計 学 特 論 1 2

医 療 教 育 学 特 論 1 2

保 健 医 療 管 理 学 特 論 1 2

健 康 医 科 学 特 論 1 2

医 科 学 英 語 特 論 1 2

食 材 供 給 学 特 論 1 2

栄 養 生 化 学 特 論 1 2

食 品 機 能 学 特 論 1 2

臨 床 栄 養 学 特 論 1 2

栄 養 教 育 学 特 論 1 2

食 生 活 学 特 論 1 2

健 康 増 進 学 特 論 1 2
研
究

科
目 健 康 科 学 特 別 研 究 1～2 10 修士論文

共通科目から8単位以上選択必修
自専攻の専門領域科目から6単位以上選択必修

備　考

共
通
科
目

専
門
領
域
科
目

健康科学研究科健康栄養学専攻修士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　位　数

08-020-14



別表第１

必　修 選　択

研 究 倫 理 学 特 論 1 2

健 康 科 学 研 究 法 特 論 1 2

医 療 統 計 学 特 論 1 2

医 療 教 育 学 特 論 1 2

保 健 医 療 管 理 学 特 論 1 2

健 康 医 科 学 特 論 1 2

医 科 学 英 語 特 論 1 2

救 急 医 療 学 特 論 1 2

蘇 生 学 特 論 1 2

外 傷 学 特 論 1 2

災 害 医 学 特 論 1 2

応 急 処 置 指 導 学 特 論 1 2

感 染 症 学 特 論 1 2

ス ポ ー ツ 救 急 特 論 1 2

小 児 救 急 特 論 1 2

画 像 診 断 情 報 処 理 特 論 1 2
研
究

科
目 健 康 科 学 特 別 研 究 1～2 10 修士論文

共通科目から8単位以上選択必修
自専攻の専門領域科目から6単位以上選択必修

共
通
科
目

専
門
領
域
科
目

健康科学研究科病院前救急医療学専攻修士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　位　数

備　考

08-020-15



別表第１

必　修 選　択 自　由

研 究 倫 理 学 特 論 1 2

健 康 科 学 研 究 法 特 論 1 2

医 療 統 計 学 特 論 1 2

医 療 教 育 学 特 論 1 2

保 健 医 療 管 理 学 特 論 1 2

健 康 医 科 学 特 論 1 2

医 科 学 英 語 特 論 1 2

柔 道 整 復 学 特 論 1 2

柔 道 整 復 学 演 習 1 2

臨 床 解 剖 学 特 論 1 2

臨 床 研 究 解 析 演 習 1 2

ス ポ ー ツ 医 学 柔 道 整 復 特 論 1 2

ス ポ ー ツ 医 学 柔 道 整 復 演 習 1 2
研
究

科
目 健 康 科 学 特 別 研 究 1～2 10 修士論文

教 育 原 理 特 論 1 2

教 育 心 理 特 論 1 2

教 育 方 法 ・ 教 育 行 政 特 論 1 2

人 体 の 構 造 ・ 機 能 特 論 1 2

疾 病 ・ 障 害 特 論 Ⅰ 1 2

疾 病 ・ 障 害 特 論 Ⅱ 1 2

柔道整復の理念・保健医療福祉特論 1 2

柔 道 整 復 教 育 学 特 論 Ⅰ 1 2

柔 道 整 復 教 育 学 特 論 Ⅱ 1 2

柔 道 整 復 教 育 学 特 論 演 習 1 2

柔 道 整 復 教 育 学 特 論 実 習 1 1

共通科目から8単位以上選択必修
自専攻の専門領域科目から6単位以上選択必修

備　考

共
通
科
目

専
門
領
域
科
目

専
科
教
員
科
目

健康科学研究科柔道整復学専攻修士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　位　数

08-020-16



別表第１

必　修 選　択

研 究 倫 理 学 特 論 1 2

健 康 科 学 研 究 法 特 論 1 2

医 療 統 計 学 特 論 1 2

医 療 教 育 学 特 論 1 2

保 健 医 療 管 理 学 特 論 1 2

健 康 医 科 学 特 論 1 2

医 科 学 英 語 特 論 1 2

基 礎 鍼 灸 学 特 論 1 2

臨 床 鍼 灸 学 特 論 Ⅰ 1 2

臨 床 鍼 灸 学 特 論 Ⅱ 1 2

中 医 学 特 論 1 2

疼 痛 制 御 学 特 論 1 2

統 合 医 療 学 特 論 Ⅰ 1 2

統 合 医 療 学 特 論 Ⅱ 1 2

附 属 治 療 院 特 別 演 習 1 2
研
究

科
目 健 康 科 学 特 別 研 究 1～2 10 修士論文

共通科目から8単位以上選択必修
自専攻の専門領域科目から6単位以上選択必修

備　考

共
通
科
目

専
門
領
域
科
目

健康科学研究科鍼灸学専攻修士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　位　数

08-020-17



別表第１

必　修 選　必 選　択

臨 床 心 理 学 特 講 1･2･3 2

臨 床 心 理 学 面 接 特 講 1･2･3 2

認 知 ・ 行 動 心 理 学 特 講 1･2･3 2

認 知 情 報 シ ス テ ム 特 講 1･2･3 2

行 動 神 経 科 学 特 講 1･2･3 2

社 会 統 計 特 講 1･2･3 2

研
究
科
目

健 康 科 学 特 別 研 究 1～3 12 博士論文

備　考

専
門
科
目

健康科学研究科臨床心理学専攻博士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　　　位　　　数

08-020-18



別表第１

必　修 選　択

理 学 療 法 評 価 ・ 分 析 学 特 講 1･2･3 2

理学療法評価・分析学特講演習 1･2･3 2

統合リハビリテーション学特講 1･2･3 2

統合リハビリテーション学特講演習 1･2･3 2

理 学 療 法 治 療 学 特 講 1･2･3 2

理 学 療 法 治 療 学 特 講 演 習 1･2･3 2

身 体 障 害 作 業 療 法 学 特 講 1･2･3 2

身 体 障 害 作 業 療 法 学 特 講 演 習 1･2･3 2

作 業 活 動 分 析 学 特 講 1･2･3 2

作 業 活 動 分 析 学 特 講 演 習 1･2･3 2

生 活 障 害 作 業 療 法 学 特 講 1･2･3 2

生 活 障 害 作 業 療 法 学 特 講 演 習 1･2･3 2

言 語 聴 覚 学 特 講 1･2･3 2

言 語 聴 覚 学 特 講 演 習 1･2･3 2

言 語 聴 覚 障 害 学 特 講 1･2･3 2

言 語 聴 覚 障 害 学 特 講 演 習 1･2･3 2

言 語 聴 覚 療 法 学 特 講 1･2･3 2

言 語 聴 覚 療 法 学 特 講 演 習 1･2･3 2

食 材 供 給 学 特 講 1･2･3 2

栄 養 生 化 学 特 講 1･2･3 2

食 品 機 能 学 特 講 1･2･3 2

臨 床 栄 養 学 特 講 1･2･3 2

栄 養 教 育 学 特 講 1･2･3 2

食 生 活 学 特 講 1･2･3 2

健 康 増 進 学 特 講 1･2･3 2

救 急 医 療 学 特 講 1･2･3 2

蘇 生 学 特 講 1･2･3 2

外 傷 学 特 講 1･2･3 2

災 害 医 学 特 講 1･2･3 2

中 毒 学 特 講 1･2･3 2

感 染 症 学 特 講 1･2･3 2

柔 道 整 復 学 特 講 1･2･3 2

柔 道 整 復 学 特 講 演 習 1･2･3 2

臨 床 デ ー タ 解 析 特 講 演 習 1･2･3 2

柔 道 整 復 ス ポ ー ツ 医 学 特 講 1･2･3 2

柔道整復スポーツ医学特講演習 1･2･3 2

鍼 灸 学 特 講 1･2･3 2

中 医 学 特 講 1･2･3 2

疼 痛 医 学 特 講 1･2･3 2

統 合 医 療 学 特 講 1･2･3 2

鍼 灸 臨 床 演 習 1･2･3 2

研
究
科
目

健 康 科 学 特 別 研 究 1～3 12 博士論文

備　考

専
門
科
目

健康科学研究科健康科学専攻博士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　位　数

08-020-19



別表第１

必　修 選　択

看 護 学 研 究 方 法 特 論 1 2

保 健 統 計 学 特 論 1 2

看 護 倫 理 学 特 論 1 2

看 護 管 理 学 特 論 1 2

看 護 教 育 学 特 論 1 2

フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト 特 論 1 2

遺 伝 ・ 感 染 学 特 論 1 2

病 態 生 理 学 特 論 1 2

基 礎 看 護 学 実 践 特 論 Ⅰ 1 2

基 礎 看 護 学 実 践 特 論 Ⅱ 1 2

基 礎 看 護 学 実 践 演 習 1 4

成 人 看 護 学 実 践 特 論 Ⅰ 1 2

成 人 看 護 学 実 践 特 論 Ⅱ 1 2

成 人 看 護 学 実 践 演 習 1 4

老 年 看 護 学 実 践 特 論 Ⅰ 1 2

老 年 看 護 学 実 践 特 論 Ⅱ 1 2

老 年 看 護 学 実 践 演 習 1 4

小 児 看 護 学 実 践 特 論 Ⅰ 1 2

小 児 看 護 学 実 践 特 論 Ⅱ 1 2

小 児 看 護 学 実 践 演 習 1 4

精 神 看 護 学 実 践 特 論 Ⅰ 1 2

精 神 看 護 学 実 践 特 論 Ⅱ 1 2

精 神 看 護 学 実 践 演 習 1 4

母 性 看 護 学 実 践 特 論 Ⅰ 1 2

母 性 看 護 学 実 践 特 論 Ⅱ 1 2

母 性 看 護 学 実 践 演 習 1 4

在 宅 看 護 学 実 践 特 論 Ⅰ 1 2

在 宅 看 護 学 実 践 特 論 Ⅱ 1 2

在 宅 看 護 学 実 践 演 習 1 4

公 衆 衛 生 看 護 学 実 践 特 論 Ⅰ 1 2

公 衆 衛 生 看 護 学 実 践 特 論 Ⅱ 1 2

公 衆 衛 生 看 護 学 実 践 演 習 1 4

看 護 学 特 別 研 究 1～2 12

※　選択した専門領域科目より8単位以上選択必修

備　考

研究
科目

共
通
科
目

専
門
領
域
科
目
 
※

看護学研究科看護学専攻修士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　位　数

08-020-20



別表第１

必　修 選　択

看 護 研 究 特 講 1 2

高 度 実 践 病 態 生 理 学 特 講 1 1

応 用 統 計 学 特 講 1 1

看 護 哲 学 ・ 理 論 特 講 1 1

学 際 的 看 護 ケ ア 特 講 1 1

看 護 教 育 ・ キ ャ リ ア 開 発 特 講 1 2

看 護 教 育 ・ キ ャ リ ア 開 発 演 習 1 2

看 護 倫 理 学 特 講 1 2

看 護 倫 理 学 演 習 1 2

成人・高齢者看護実践開発特講 1 2

成人・高齢者看護実践開発演習 1 2

小 児 看 護 学 実 践 開 発 特 講 1 2

小 児 看 護 学 実 践 開 発 演 習 1 2

地 域 ・ 在 宅 支 援 看 護 学 特 講 1 2

地 域 ・ 在 宅 支 援 看 護 学 演 習 1 2

地 域 保 健 看 護 学 特 講 1 2

地 域 保 健 看 護 学 演 習 1 2

看 護 学 特 別 研 究 1～3 6 博士論文

※　選択した専門科目より4単位以上選択

備　考

研
究

科
目

看護学研究科看護学専攻博士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　位　数

共
通
科
目

専
門
科
目
 
※

基
盤
看
護
学

領
域

ケ
ア
実
証

看
護
学
領
域

地
域
包
括

看
護
学
領
域

08-020-21



別表第1

必修 選必 選択
臨 床 心 理 学 原 論 Ⅰ 1 2
臨 床 心 理 学 原 論 Ⅱ 1 2
臨 床 心 理 査 定 演 習 Ⅰ
（ 心 理 的 ア セ ス メ ン ト に 関 す る 理 論 と 実 践 ） 1 2

臨 床 心 理 査 定 演 習 Ⅱ 1 2
臨 床 心 理 査 定 実 習 Ⅰ 1 1
臨 床 心 理 査 定 実 習 Ⅱ 1 1
臨床心理面接演習Ⅰ（心理支援に関する理論と実践） 1 2
臨 床 心 理 面 接 演 習 Ⅱ 1 2
臨 床 心 理 面 接 実 習 Ⅰ 1 1
臨 床 心 理 面 接 実 習 Ⅱ （ 心 理 実 践 実 習 ） 1 1 ※3
臨 床 心 理 面 接 実 習 Ⅲ （ 心 理 実 践 実 習 ） 2 2 ※3
臨 床 心 理 地 域 援 助 演 習 Ⅰ 1 2
臨 床 心 理 地 域 援 助 演 習 Ⅱ 1 2
学校・教育臨床心理地域援助実習Ⅰ（心理実践実習） 1 1 ※1　※3
学校・教育臨床心理地域援助実習Ⅱ（心理実践実習） 2 4 ※2　※3
医療・福祉臨床心理地域援助実習Ⅰ（心理実践実習） 1 1 ※1　※3
医療・福祉臨床心理地域援助実習Ⅱ（心理実践実習） 2 4 ※2　※3
地域保健・産業臨床心理地域援助実習Ⅰ（心理実践実
習 ） 1 1 ※1　※3
地域保健・産業臨床心理地域援助実習Ⅱ（心理実践実
習 ） 2 4 ※2　※3
臨 床 心 理 学 研 究 法 1 2
事 例 研 究 実 習 Ⅰ 2 1
事 例 研 究 実 習 Ⅱ 2 1
総 合 的 事 例 研 究 演 習 Ⅰ 2 2
総 合 的 事 例 研 究 演 習 Ⅱ 2 2
医 療 ・ 健 康 心 理 学
（ 心 の 健 康 教 育 に 関 す る 理 論 と 実 践 ） 1 2

力 動 的 心 理 療 法 特 論 1 2
認 知 行 動 療 法 特 論 1 2
家 族 関 係 ・ 集 団 ・ 地 域 社 会 に お け る
心 理 支 援 に 関 す る 理 論 と 実 践 1 2

学 校 臨 床 心 理 学 特 論 （ 教 育 分 野
に 関 す る 理 論 と 支 援 の 展 開 ） 1 2

児 童 心 理 療 法 特 論 1 2
思 春 期 ・ 青 年 期 特 論 1 2
精 神 医 学 特 論
（ 保 健 医 療 分 野 に 関 す る 理 論 と 支 援 の 展 開 ） 1 2

神 経 心 理 学 特 論 1 2
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 特 論
（ 福 祉 分 野 に 関 す る 理 論 と 支 援 の 展 開 ） 1 2

発 達 心 理 学 特 論 1 2
司 法 ・ 犯 罪 分 野 に 関 す る 理 論 と 支 援 の 展 開 1 2
産 業 ・ 労 働 分 野 に 関 す る 理 論 と 支 援 の 展 開 1 2
家 族 心 理 学 特 論 1 2

総
合

総
合

臨 床 心 理 学 特 別 演 習 2 2

※1 学校・教育臨床心理地域援助実習Ⅰ（心理実践実習）

医療・福祉臨床心理地域援助実習Ⅰ（心理実践実習）

地域保健・産業臨床心理地域援助実習Ⅰ（心理実践実習） より領域を2単位以上選択必修

※2 学校・教育臨床心理地域援助実習Ⅱ（心理実践実習）

医療・福祉臨床心理地域援助実習Ⅱ（心理実践実習）

地域保健・産業臨床心理地域援助実習Ⅱ（心理実践実習） より領域を4単位以上選択必修

※3 心理実践実習は合計450時間の学修時間

臨
床
心
理
応
用
・
隣
接
科
目

臨
床
基
礎
系
学
校
・
教
育
系

医
療
・
福
祉
系
産

業

・

保

健

系

臨
床
心
理
学
基
本
科
目

共
通
基

本
科
目

臨
床
心
理
査
定
系

臨
床
心
理
面
接
系

臨
床
心
理
展
開
科
目

臨
床
心
理
地
域
援
助
系

事
例
研
究
系

臨床心理学研究科臨床心理学専攻（専門職学位課程）の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　　位　　数

備考

08-020-22



別表第１

必　修 選　択

ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 特 講 1 2

実 務 薬 学 特 講 1 2

地 域 医 療 薬 学 特 講 1 2

メディカルライティングスキル特講 1 2

臨 床 薬 理 学 特 講 1 2

臨 床 薬 剤 学 特 講 1 2

疾 病 と 薬 物 治 療 特 講 2 2

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 論 特 講 2 2

リ サ ー チ ス キ ル 特 講 2 2

伝 統 医 薬 学 特 講 2 2

先 端 生 命 科 学 特 講 1 2

分 子 生 物 薬 学 特 講 1 2

細 胞 生 化 学 特 講 1 2

ドラッグターゲッティング学特講 1 2

Ｒ Ｎ Ａ の 分 子 生 物 学 特 講 1 2

生 活 習 慣 病 の 生 化 学 特 講 1 2

薬 学 英 語 特 講 1 2

新 製 剤 設 計 学 特 講 1 2

応 用 タ ン パ ク 質 工 学 特 講 1 2

病 態 解 析 学 特 講 1 2

分 子 薬 理 学 特 講 1 2

統 合 生 理 学 特 講 1 2

微 生 物 学 ・ 感 染 症 学 特 講 2 2

生 命 情 報 伝 達 学 特 講 2 2

ケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジ ー 特 講 2 2

蛋 白 質 構 造 生 物 学 特 講 2 2

抗 体 医 薬 品 研 究 開 発 学 特 講 2 2

医 療 倫 理 学 特 講 2 2

粒 子 と 呼 吸 器 特 講 2 2

薬 理 動 態 安 全 性 科 学 特 講 2 2

応 用 環 境 薬 学 特 講 3 2

環 境 科 学 特 講 3 2

ゲ ノ ム 情 報 学 特 講 3 2

薬 事 ・ 薬 害 史 特 講 1 2

医 薬 品 開 発 戦 略 学 特 講 1 2

実 践 医 療 統 計 学 特 講 1 2

医 薬 品 開 発 ・ 評 価 学 特 講 2 2

医 薬 品 情 報 学 特 講 2 2

医 薬 安 全 科 学 特 講 2 2

創 薬 科 学 特 講 2 2

医 療 安 全 学 特 講 2 2

医 療 製 剤 学 特 講 2 2

化 学 物 質 リ ス ク 評 価 学 特 講 2 2

知 的 財 産 管 理 学 特 講 3 2

薬 剤 疫 学 ・ 医 薬 経 済 学 特 講 3 2

問 題 解 決 力 ・ 計 画 立 案 力 特 講 3 2

薬 学 特 別 研 究 1～4 10 博士論文

薬学研究科薬学専攻博士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　位　数

備　考

医
療
実
践
研
究
分
野

創
薬
・
橋
渡
し
研
究
分
野

医
薬
評
価
・
規
制
研
究
分
野

共
通
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別表第１

必　修 選　択

経 営 戦 略 概 論 1 2

組 織 行 動 論 1 2

マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略 論 1 2

企 業 倫 理 概 論 1 2

企 業 と 経 済 学 1 2

デジタルマーケティング戦略論 1 2

企業の社会的責任とコンプライアンス経営 1 2

ビ ジ ネ ス プ ラ ン ニ ン グ 戦 略 論 1 2

アントレプレナーシップ・インターンシップ論 1 2

ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 論 1 2

企 業 会 計 と フ ァ イ ナ ン ス 1 2

経 営 法 務 概 論 1 2

専門科目から10単位以上選択必修

備　考

経営学研究科修士課程の授業科目

科目区分 授　　業　　科　　目 授業年次
単　位　数

修士論文

共
通
科
目

専
門
科
目

研
究
科
目

経 営 学 特 別 研 究 1 ～ 2 10

08-020-24



1 入学検定料（第32条）

2 入学金（第32条）

博士課程
(薬学研究科以外）

修士課程 専門職学位課程
博士課程

(薬学研究科）

0円 0円 0円 0円

200,000円 200,000円 200,000円 200,000円

学生教育研究災害傷害保険料 博士課程（薬学研究科以外）　2,600円

修士課程　1,750円

専門職学位課程　1,750円

博士課程（薬学研究科）　3,300円

3 学生納付金（第32条）

1 授業料（年額）

学年
博士課程

(薬学研究科以外）
修士課程 専門職学位課程

博士課程
(薬学研究科）

4年生 760,000円

3年生 760,000円 760,000円

2年生 760,000円 760,000円 760,000円 760,000円

1年生 760,000円 760,000円 760,000円 760,000円

2 施設設備整備費（年額）

学年
博士課程

(薬学研究科以外）
修士課程 専門職学位課程

博士課程
(薬学研究科）

4年生 200,000円

3年生 200,000円 200,000円

2年生 200,000円 200,000円 420,000円 200,000円

1年生 200,000円 200,000円 420,000円 200,000円

別表第3

〔科目等履修生〕

1 （第40条） 　　  20,000円（本学卒業生は、10,000円）

半期　30,000円（本学卒業生は、15,000円）

１年  60,000円（本学卒業生は、30,000円）

3 （同上） 1単位につき、30,000円

〔聴講生〕

1 （第39条） 　　  33,000円

2 （同上） 　　　35,000円

3 （同上） 1単位につき、46,000円

〔修練生〕

1 （第43条） １年  5,000円

履　修　料

施設利用料

別表第2

検　定　料

2 入　学　金

検　定　料

入　学　金

聴　講　料

（同上）

学内入学者

学外入学者

35,000円

08-020-25
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